
学
期

月

「言葉をひらく」
「この春、なにを始めよう」

「日本語を使いこなす」

・声を意識しよう

・正しく書こう

・文を整え、文をつなぐ

「人間はゴリラとチンパンジーのどちらに近いか」

・絵や写真を説明しよう

聞く力・話す力を育む

・聞き取りのレッスン

２

３

後

期

10

11

12

１

前

期

４
・話や文章の中で使うこと
を通し、語彙を豊かにして
いる。
・表現の特色をふまえ、読
み手に対して正確でわかり
やすい伝え方を理解してい
る。
・話や文章の効果的な組み
立て方について理解してい
る。

５

６

７

９

定期考査　①

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・話や文章の内容や構成を
的確にとらえて、伝えたい
ことを把握している。
・主張が読み手に正しく伝
わるように、表現の仕方を
工夫している。
・論理の展開を予想しなが
ら聞き、聞きとった情報を
整理している。

・筆者の主張を読み取ること
に前向きに取り組もうとして
いる。
・言葉の使い分けに積極的に
取り組もうとしている。
・順序や表現などに注意して
読もうとしている。
・正確に聞いたり、必要な情
報を聞き取ったりしようとし
ている。

定期考査②

観 点 の 内 容

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付
けるようにする。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるように
する。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学んだ
ことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。
A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価

方

法

記 述 の 点 検 ◎

ワ ー ク シ ー ト ○ ○

行 動 の 観 察 ○ ○

履 修 の 条 件
　前期(４月～９月)のみ開講。
　引き続き「現代の国語２」を履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　中学校での学習に引き続き、国語で適切かつ効果的に表現する力を身
につけ、伝え合う力を高めます。
　社会生活で必要な国語の力を中心に学習し、社会人になった皆さんが
充実した生活が送れるようになることを目標にしています。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

新編　現代の国語　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 現代の国語１ 単 位 数 1 履修区分 必 履 修

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

ことばをひらく
・コミュニケーションは技術だ

わかりやすく説明する

・生きることと食べることの意味

聞く力をはぐくむ
・ミニインタビューをしよう

論理を読み取る

・水の東西

伝え合いのレッスン
・テーマを決めて話し合おう

２

３

後

期

10

11

12

１

前

期

４
・文章の効果的な構成や表
現について理解している。
・話し言葉と書き言葉の特
徴や役割をふまえ、正確さ
やわかりやすさに配慮した
表現を理解している。
・主張と論拠など情報の関
係について理解している。

５

６

定期考査　①

７

９

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・文章の種類をふまえ、内
容や構成などから要点を理
解している。
・情報を取捨選択し、読み
手にわかりやすい文章の構
成を工夫している。
・伝えたいことを共有し、
考えを広げたり深めたりし
ながら、場面に応じて話し
合い方を工夫している。

・順序や表現などに注意して
読もうとしている。
・目的や読者を意識して、わ
かりやすい説明を書こうとし
ている。
・話を引き出す工夫をしなが
ら聞こうとしている。
・よりよい話し合いになるよ
う意識しながら、積極的に話
し合いに参加している。定期考査　②

観 点 の 内 容

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付
けるようにする。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるように
する。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学んだ
ことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。
A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価

方

法

記 述 の 点 検 ◎

ワ ー ク シ ー ト ○ ○

行 動 の 観 察 ○ ○

履 修 の 条 件
　前期(４月～９月)のみ開講。
　「現代の国語１」を履修した後、引き続き履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　「現代の国語１」の学習に引き続き、言語感覚を磨き、進んで表現す
ることによってさらなる国語力の向上を目指します。
　社会生活で必要な国語の力を中心に学習し、社会人になった皆さんが
充実した生活が送れるようになることを目標にしています。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

新編　現代の国語　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 現代の国語2 単 位 数 1 履修区分 必 履 修

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

ことばの学びに向けて

「変わることを楽しもう」

日本語を使いこなす

・ことばの使い分け

・文を整え文をつなぐ

分かりやすく説明する
「人間はゴリラとチンパンジーのどちらに近いか」

・絵や写真を説明しよう

聞く力をはぐくむ

・聞き取りのレッスン

論理を読み取る
「オカピの胃袋はいくつか」

伝え合いのレッスン

・対話のレッスン

説得力を高める

・意見文の基礎を学ぼう

情報と向き合う

「情報の力関係」

他者を動かす
・魅力的な企画書を書こう

社会に向けて
・自分の考えを深めながら読もう

「何のために『働く』のか」

２

３

後

期

10

・話や文章の内容のつなが
りを理解している。
・表現の特色などをふまえ
て、正確で読み手を配慮し
た伝え方を理解している。
・情報の取捨選択のしかた
について理解している。
・実践を通して語彙を豊か
にしている。
・基本的な修辞について理
解し、活用することができ
ている。

・文章の種類から表現の特
色を理解し、要点を把握し
ている。
・読み手の理解が得られる
ように文章の構成などを工
夫している。
・目的に応じて情報を相互
に関連付けながら自分の考
えを深めている。
・意見を引用して批評する
活動を通し、自分の考えを
深めている。

・論理展開をとらえようとし
ている。
・相手や場面を意識しながら
対話に取り組もうとしてい
る。
・理由を明確に示しながら意
見文を書こうとしている。
・文章や図などから必要な情
報を読み取ろうとしている。
・筆者の主張を読み取って、
自分の考えを積極的に深めよ
うとしている。

定期考査　③

11

12

１

前

期

４
・話や文章の中で使うこと
を通し、語彙を豊かにして
いる。
・表現の特色をふまえ、読
み手に対して正確でわかり
やすい伝え方を理解してい
る。
・話や文章の効果的な組み
立て方について理解してい
る。

５

６

７

９

定期考査　④

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・話や文章の内容や構成を
的確にとらえて、伝えたい
ことを把握している。
・主張が読み手に正しく伝
わるように、表現の仕方を
工夫している。
・論理の展開を予想しなが
ら聞き、聞きとった情報を
整理している。

・筆者の主張を読み取ること
に前向きに取り組もうとして
いる。
・言葉の使い分けに積極的に
取り組もうとしている。
・順序や表現などに注意して
読もうとしている。
・正確に聞いたり、必要な情
報を聞き取ったりしようとし
ている。

定期考査　①

定期考査　②

評
価

方

法

記 述 の 点 検 ◎

○ ○

観 点 の 内 容

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付
けるようにする。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考え
を広げたり深めたりすることができるように
する。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学んだ
ことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。
A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

履 修 の 条 件

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　中学校での学習に引き続き、国語で適切かつ効果的に表現する力を身
につけ、伝え合う力を高めます。
　社会生活で必要な国語の力を中心に学習し、社会人になった皆さんが
充実した生活が送れるようになることを目標にしています。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

ワ ー ク シ ー ト ○ ○

行 動 の 観 察

新編　現代の国語　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 　現代の国語 単 位 数 2 履修区分 必 履 修

対 象 の 部 夜 間 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

ことばと出会う

「言葉の森を育てよう」

古文に親しむ

「いろは歌」
漢文に親しむ「訓読のきまり」

表現を味わう

「水かまきり」

随筆を楽しむ①

「高名の木登り」

現代にいきることば

「五十歩百歩」

随筆を楽しむ②

「春はあけぼの」

定期考査　④

２

３

後

期

10

・言葉には、文化の継承、
発展、創造を支える働きが
あることを理解している。
・古典の世界に親しむため
に、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のき
まり、古典特有の表現など
について理解している。
・我が国の言語文化の特質
や我が国の文化と外国の文
化との関係について理解し
ている。

・「読むこと」において、
文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについ
て叙述を基に的確にとらえ
ている。
・「読むこと」において、
文章の構成や展開、表現の
しかた、表現の特色につい
て評価している。
・「書くこと」において、
自分の知識や体験の中から
適切な題材を決め、集めた
材料のよさや味わいを吟味
して、表現したいことを明
確にしている。

・言葉についての筆者の考え
を読み取ることに興味をも
ち、日常使っている言葉を見
つめ直そうとしている。
・古文を読むことに興味をも
ち、積極的に読み慣れようと
している。
・漢文に興味をもち、訓読に
意欲的に取り組んでいる。

定期考査　③

11

12

１

前

期

４

５

６

７

９

－

学習内容（単元名） 評 価 規 準

観 点 の 内 容

　生涯にわたる社会生活に必要な
国語について、その特質を理解し
適切に使おうとしている。

A評価：定期考査の正答率が
80％以上である。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満である。
C評価：Bに到達していない。

　他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、思考力や想像力を伸ば
そうとしている。

A評価：定期考査の正答率80％
以上。学んだことを自分の言葉で
論理的に表現できている。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満。学んだことを口
頭や文章で表現できている。
C評価：Bに到達していない。

　言葉のもつ価値への認識を深めると
ともに、言語感覚を磨き、生涯にわ
たって国語を尊重し、その能力の向上
を図る態度を養おうとしている。
A評価：授業に積極的に参加し、提出
物の取り組み状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでい
る様子がみられる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価

方

法

記 述 の 点 検 － ○ ◎
ワ ー ク シ ー ト ○ ◎ ○

提 出 物 － － ○
小テスト・定期テスト ◎ ○

履 修 の 条 件
　後期(１０月～３月)のみ開講。
　引き続き、「言語文化２」を履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　中学校の学習に引き続き、現代文、古文、漢文などさまざまな文章を
読みます。日本古来の文化や言葉にふれ、豊かな視点を身につけましょ
う。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

新編　言語文化　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 言語文化１ 単 位 数 1 履修区分 必 履 修

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

物語を受け継ぐ

「羅生門」

「筒井筒」

古人に学ぶ

「学問のすすめ」

「社会に生きる」

旅への思い

「門出」

漢文を楽しむ

「完璧」

近代文学に触れる

「夢十夜」

詩歌の調べ

「春のうた／夏のうた／

秋のうた／冬のうた」

定期考査　④

２

３

後

期

10

・常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文や
文の中で使えている。
・古典の世界に親しむため
に、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のき
まり、古典特有の表現など
について理解している。
・文章の意味は、文脈の中
で形成されることを理解し
ている。

・「読むこと」において、
作品や文章の成立した背景
や他の作品などとの関係を
踏まえ、内容の解釈を深め
ている。
・「読むこと」において、
文章の構成や展開、表現の
しかた、表現の特色につい
て評価している。
・「書くこと」において、
自分の体験や思いが効果的
に伝わるよう、文章の種
類、構成、展開、文体、描
写、語句などの表現のしか
たを工夫している。

・作品に興味をもち、文章の
展開や和歌の内容、登場人物
の心情を読み取ろうとしてい
る。
・漢文に興味をもち、その知
恵や教訓を積極的に読み取ろ
うとしている。
・四季の詩歌を読むことに興
味をもち、詩の形式や表現の
特徴を意識しながら、情景や
心情を味わおうとしている。

定期考査　③

11

12

１

前

期

４

５

６

７

９

－

学習内容（単元名） 評 価 規 準

評
価

方

法

記 述 の 点 検 － ○

－ － ○

観 点 の 内 容

　生涯にわたる社会生活に必要な
国語について、その特質を理解し
適切に使おうとしている。

A評価：定期考査の正答率が
80％以上である。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満である。
C評価：Bに到達していない。

　他者とのかかわりの中で伝え合
う力を高め、思考力や想像力を伸
ばそうとしている。

A評価：定期考査の正答率80％
以上。学んだことを自分の言葉で
論理的に表現できている。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満。学んだことを口
頭や文章で表現できている。
C評価：Bに到達していない。

　言葉のもつ価値への認識を深めると
ともに、言語感覚を磨き、生涯にわ
たって国語を尊重し、その能力の向上
を図る態度を養おうとしている。
A評価：授業に積極的に参加し、提出
物の取り組み状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでい
る様子がみられる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

◎

小テスト・定期テスト ◎ ○

履 修 の 条 件
　後期(10月～３月)のみ開講。
　「言語文化１」を履修した後、引き続き履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　言語文化１に続き、古典から現代に至るさまざまな文章を読みます。
それらを深く学び、実生活に活かすことで人生を豊かにしていきましょ
う。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

ワ ー ク シ ー ト ○ ◎ ○

提 出 物

新編　言語文化　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 言語文化2 単 位 数 1 履修区分 必 履 修

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

「言葉の森を育てよう」

「季節の言葉と出会う」

「水かまきり」

「とんかつ」

「一瞬の風になれ」

「ほどほどのデザイン」

「羅生門」

「ことばは光」

「コルベ神父」

「十二の「子」の文字」

「徒然草」

「枕草子」

「奥のほそみち」

「漢文に親しむ」

新編　言語文化　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 言語文化 単 位 数 2 履修区分 必 履 修

対 象 の 部 夜 間 部
使 用 教 科 書

教 材

履 修 の 条 件

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　中学校の学習に引き続き、現代文、古文、漢文などさまざまな文章を
読みます。日本古来の文化や言葉にふれ、豊かな視点を身につけましょ
う。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

○

観 点 の 内 容

　生涯にわたる社会生活に必要な
国語について、その特質を理解し
適切に使おうとしている。
A評価：定期考査の正答率が
80％以上である。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満である。
C評価：Bに到達していない。

　他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、思考力や想像力を伸ば
そうとしている。
A評価：定期考査の正答率80％
以上。学んだことを自分の言葉で
論理的に表現できている。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満。学んだことを口
頭や文章で表現できている。
C評価：Bに到達していない。

　言葉のもつ価値への認識を深めると
ともに、言語感覚を磨き、生涯にわ
たって国語を尊重し、その能力の向上
を図る態度を養おうとしている。
A評価：授業に積極的に参加し、提出
物の取り組み状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでい
る様子がみられる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

学習内容（単元名） 評 価 規 準

７

評
価

方

法

記 述 の 点 検 ◎ － －

ワ ー ク シ ー ト ○ ○ －
小テスト・定期テスト ○ －

２

９

後

期

10

・常用漢字の読みに慣れ、
主な常用漢字を書き、文や
文の中で使えている。
・古典の世界に親しむため
に、古典を読むために必要
な文語のきまりや訓読のき
まり、古典特有の表現など
について理解している。
・文章の意味は、文脈の中
で形成されることを理解し
ている。

・「読むこと」において、
作品や文章の成立した背景
や他の作品などとの関係を
踏まえ、内容の解釈を深め
ている。
・「読むこと」において、
文章の構成や展開、表現の
しかた、表現の特色につい
て評価している。
・「書くこと」において、
自分の体験や思いが効果的
に伝わるよう、文章の種
類、構成、展開、文体、描
写、語句などの表現のしか
たを工夫している。

・作品に興味をもち、文章の
展開や和歌の内容、登場人物
の心情を読み取ろうとしてい
る。
・漢文に興味をもち、その知
恵や教訓を積極的に読み取ろ
うとしている。
・四季の詩歌を読むことに興
味をもち、詩の形式や表現の
特徴を意識しながら、情景や
心情を味わおうとしている。

前

期

４
・文章の効果的な構成や表
現について理解している。
・話し言葉と書き言葉の特
徴や役割をふまえ、正確さ
やわかりやすさに配慮した
表現を理解している。
・主張と論拠など情報の関
係について理解している。

論理的に考える力や深く共
感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との
関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりすること
ができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深
めるとともに、生涯にわたっ
て読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い
手としての自覚をもち、言葉
を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

５

６

３

定期考査　①

定期考査　②

11

12

１
定期考査　④

定期考査　③



学
期

月

論理と出会う

具体と抽象
ウサギの耳はなぜ長い

対比をとらえる
デジタル地図から見える世界

主張をつかむ

考える葦であり続ける

論理的に書く

小論文①
根拠をふまえて主張を書こう

レポートを書く
レポートを書くまとめよう

思考を深める

ミロのヴィーナス

視点を変えて
人類の進化から考える「心」の誕生

現代を考える

政治の本質

未定に目を向けて

社会に向かって

自己推薦書を書こう

小論文②

後

期

10

・論証したり学術的な学
習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を
増し、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組
み立て方や接続の仕方に
ついて理解を深めてい
る。主張とその前提や反
証など情報と情報との関
係について理解を深めて
いる。

・「書くこと」におい
て、実社会や学術的な学
習の基礎に関する事柄に
ついて、書き手の立場や
論点などの様々な観点か
ら情報を収集、整理し
て、目的や意図に応じた
適切な題材を決めてい
る。
・「読むこと」におい
て、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の
展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要
旨を把握している。

・レポートを書くことに興味をも
ち、集めた情報の適切な整理の仕
方を理解しようとしている。
・美についての筆者の主張に興味
をもち、筆者の主張を支える根拠
や論拠を捉えようとしている。
・心についての筆者の考えを読み
取ることに興味をもち、関連する
文章との比較を通して自分の考え
を広げようとしている。
・政治についての筆者の考えを読
み取ることに興味をもち、現代社
会についての自分の考えを広げよ
うとしている。
・エネルギー問題についての筆者
の考えを読み取ることに興味をも
ち、現代社会や世界が抱える課題
について、自分の考えを広げよう
としている。

定期考査　③

11

12

１

エネルギー耕作型
文明への転換

定期考査　④

２

３

前

期

４

５

定期考査　②

９

６

７

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・「読むこと」におい
て、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の
展開などを的確に捉え、
論点を明確にしながら要
旨を把握している。
・「書くこと」におい
て、多面的・多角的な視
点から自分の考えを見直
したり、根拠や論拠の吟
味を重ねたりして、主張
を明確にしている。

・論理の本質について筆者の考え
を読み取ることに興味をもち、論
知的に考える力を伸ばそうとして
いる。
・メディアについての筆者の考え
を読み取ることに興味をもち、具
体と抽象の関係を捉えようとして
いる。
・デジタル社会についての筆者の
考えを読み取ることに興味をも
ち、主張と根拠の関係を捉えよう
としている。
・小論文を書くことに興味をも
ち、自分の考えを主張するための
適切な構成の仕方を理解しようと
している。

「論理的な人」と
はどういうひとか

・論証したり学術的な学
習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を
まし、文章の中で使うこ
とを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしている。
・文や文章の効果的な組
み立てや接続の仕方につ
いて理解を深める。文章
の種類に基づく効果的な
段落の構造や論の形式な
ど、文章の構成や展開の
仕方について理解を深め
ている。

定期考査　①

観 点 の 内 容

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に着
けている。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的、批判的に考える力を伸ばすととも
に、創造的に考える力を養い、伝え合う力を
高め、自分の考えを深めることができる。

A評価：定期考査の正答率80％以上。学ん
だことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、言
葉を通して他社や社会にかかわろうとしている。

A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価
方
法

定 期 テ ス ト ◎ ○ －
ワークシート・提出物 ○ ○ ○

授業への取り組み ○ ○ ◎

履 修 の 条 件
　「現代の国語２」「言語文化２」と同時に履修、または「現代の国語２」
「言語文化２」を履修した後に履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　実社会に必要な国語の知識や技能を学ぶことを目的としています。
他者との関わり合いの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりする力を身につけましょう。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

新編　論理国語
（大修館書店）

科 目 名 論理国語 単 位 数 3 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

1 少なくとも最後まで歩かなかった（随筆）

2 魅力を言葉で表そう（書く）

3 ナイン（小説）

4 星取り（古文）

５ 晴れた空の下で（小説）

6 永訣の朝（詩）

コスモス（詩）

7 山月記（小説）

８ かぐや姫の昇天（古文）

9 神去なあなあ日常（小説）

10 その日東京駅五時二十五分発（小説）

11 エッセイを書こう

１２ 源氏物語（古文）

13 こころ（小説）

14 さくら日和

２

３

後

期

10

・情景や心情を表す語句を
文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き、語彙を豊
かにしている。
・文学的な文章の種類や特
徴について理解を深めてい
る。
・文学的な文章の文体の特
徴や表現技法について、体
系的に理解し使っている。

・読み手が関心を持てるよ
うに、文章の構成や展開を
工夫している。
・語り手の視点や場面の設
定の仕方、表現の特色につ
いて評価し、内容を解釈し
ている。

・情景や心情を表す語句を文
章の中で使うことを通して、
語感を磨き、語彙を豊かにし
ようとしている。
・文学的な文章の種類や特徴
について理解を深めようとし
ている。
・読み手が関心を持てるよう
に、文章の構成や展開を工夫
している。

定期考査　③

11

12

１

前

期

４
・情景や心情を表す語句を
文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き、語彙を豊
かにしている。
・文学的な文章の種類や特
徴について理解を深めてい
る。
・文学的な文章の文体の特
徴や表現技法について、体
系的に理解し使っている。

５

６

７

９

定期考査　④

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・文学的な文章を書くため
に、情報を集め、整理して
表現したいことを明確にし
ている。
・作品に表れているものの
見方、感じ方、考え方を理
解している。
・文章の種類をふまえて、
内容や構成、展開、描写の
仕方などを的確にとらえて
いる。

・情景や心情を表す語句を文
章の中で使うことを通して、
語感を磨き、語彙を豊かにし
ようとしている。
・文学的な文章の種類や特徴
について理解を深めようとし
ている。
・作品に表れているものの見
方、感じ方、考え方を理解し
ようとしている。

定期考査　①

定期考査　②

評
価

方

法

定 期 テ ス ト ◎ ○

－ ○ ○

観 点 の 内 容

　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識
や技能を身に付けるとともに、我が国の言語
文化に対する理解を深めようとしている。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　「書くこと」「読むこと」において、深く
共感したり豊かに想像したりする力や、創造
的に考える力を伸ばす。他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりすることができるようにして
いる。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学んだ
ことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉を通じて他者や社会に積極的に関わった
り、思いや考えを広げたり深めたりしながら、言
葉がもつ価値への認識を深めようとしているとと
もに、進んで読書に親しみ、言葉を効果的に使お
うとしている。

A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

－

履 修 の 条 件 　「現代の国語2」「言語文化2」を履修した後に履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　社会生活で必要な国語の知識や技能を学び、言語文化に対する理解を
深めることを目的としています。深く共感したり豊かに想像する力を伸
ばし、他者との関わり合いの中で自分の思いや考えを深める力を身につ
けましょう。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

ワークシート・提出物 ○ ○ ○

授業への取り組み

新編　文学国語　改訂版
（大修館書店）

科 目 名 文学国語 単 位 数 4 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

や 言葉と表記

書 整った文を書く
話聞 相手に応じた言葉遣い

書 わかりやすい文を書く

書 文のつなぎ方

書 実践トレーニング①
話聞 自己紹介ゲーム

話聞 【表扉】意図理解の難しさ

書 絵や写真を見て書く

書 マイニュース記事を書こう

話聞 【読書】宝探しみたいに

話聞 【読書】想像力の世界

書 小論文とは何か

書 反論を想定して書く

書 文章を読み取って書く

書 【表扉】「再生」は日常生活から

書 【表扉】時代の気分、言葉の温度

書 【表扉】藤井新棋聖

書 統計資料を読み取って書く

書 自分を見つめて
話聞 効果的な自己PR

書 将来の自分を考えよう

書 志望理由を書こう

書 自己推薦書や学修計画書を書く

話聞 面接にチャレンジ

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付
けている。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的に考える力や共感・想像する力を伸
ばし、実社会における他者との多様な関わり
合いの中で伝え合う力を高めている。
自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学ん
だことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉が持つ価値を理解しようとしている。
　言葉を通して他者や社会に関わろうとしてい
る。

A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

履 修 の 条 件
　「現代の国語２」「言語文化２」と同時に履修、または「現代の国語２」「言語文
化２」を履修した後に履修すること。引き続き「国語表現２」を履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

   教科書に沿って「伝え合う力」を身につけます。
　文章の作者と向き合ったり、講座受講者と話し合ったりして、伝わるよう
にするにはどうしたらよいかを考えていきます。演習科目ですので、たくさ
ん読んで、たくさん書いて、たくさん話して、たくさん考えます。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

観 点 の 内 容

自 由 選 択

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材

科 目 名 国語表現１ 単 位 数 2 履修区分

国語表現 改訂版
(大修館書店)

○

授業への取り組み

９

学習内容（単元名） 評 価 規 準

定 期 テ ス ト ◎ ○ －

－ ○ ○

評
価
方
法

ワークシート・提出物 ○ ○

・言葉には、自己と他者
の相互理解を深める働き
があることを理解してい
る。
・話し言葉と書き言葉の
特徴や役割、表現の特色
について理解を深めてい
る。

・話し言葉と書き言葉の特徴
や役割、実用的な文章などの
種類や特徴について理解を深
めようとしている。
・自分の思いや考えを多彩に
表現するために必要な語句の
量を増やそうとしている。

・自分の思いや考えを多
彩に表現するために必要
な語句の量を増やしてい
る。
・実用的な文章などの種
類や特徴について理解を
深めること。
・省略や反復などの表現
の技法について理解を深
め使うこと。

前

期

４

定期考査　①

定期考査　②

定期考査　③

・自分の思いや考えを多
彩に表現するために必要
な語句の量を増やしてい
る。
・実用的な文章などの種
類や特徴について理解を
深めること。
・省略や反復などの表現
の技法について理解を深
め使うこと。

５

６

７

３

・言葉には、自己と他者
の相互理解を深める働き
があることを理解してい
る。
・話し言葉と書き言葉の
特徴や役割、表現の特色
について理解を深めてい
る。

・省略や反復などの表現の技
法について理解を深め積極的
に使おうとしている。
・目的や場に応じて、実社会
の問題や自分に関わる事柄の
中から話題を決め、情報を収
集、整理しようとしている。
・自分の思いや考えが伝わる
よう、具体例を効果的に配置
するなど、話の構成や展開を
工夫すしようとしている。

定期考査　④

２

後

期

10

11

12

１



学
期

月

書 通信文を書き分ける
話聞 電話を使いこなす

書 電子メールを活用しよう

話聞 ネット社会との付き合い方

書 ネットを活用した情報収集

書 メディアと情報
話聞 〃

話聞 相手や場面に応じた会話

話聞 建設的な議論の進め方

話聞 スピーチをしよう
話聞 プレゼンテーションの工夫

話聞 【読書】ビブリオバトルをしよう

話聞 【読書】リーダーズシアターを開こう

話聞 【表扉】話すときのツボ

話聞 【表扉】全体の構造を意識して説明する

話聞 【表扉】間の大切さ

書 言葉で遊ぶ
話聞 無人島で生き残れ

書 日常生活の正しい過ごし方

書 魅力的なポスターを作ろう

書 「わが町自慢」のパンフレット作り

話聞 働く人にインタビュー

書 たほいやゲームをしよう

書 みんなで作ろう国語辞典

書 「私の虫類図譜」を作ろう

書 エッセイを書こう

国語表現　改訂版
(大修館書店)

科 目 名 国語表現2 単 位 数 2 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材

履 修 の 条 件
　「現代の国語２」「言語文化２」と同時に履修、または「現代の国語２」「言語文
化２」を履修した後に履修すること。「国語表現１」に引き続いて履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

   教科書に沿って「伝え合う力」を身につけます。
　文章の作者と向き合ったり、講座受講者と話し合ったりして、伝わるよう
にするにはどうしたらよいかを考えていきます。演習科目ですので、たくさ
ん読んで、たくさん書いて、たくさん話して、たくさん考えます。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

ワークシート・提出物 ○ ○ ○

◎ ○ －

観 点 の 内 容

　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付
けている。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的に考える力や共感・想像する力を伸
ばし、実社会における他者との多様な関わり
合いの中で伝え合う力を高めている。
自分の思いや考えを広げたり深めたりしてい
る。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学ん
だことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉が持つ価値を理解しようとしている。
　言葉を通して他者や社会に関わろうとしてい
る。

A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価
方
法

定 期 テ ス ト

前

期

４

５

学習内容（単元名） 評 価 規 準

６

７

授業への取り組み － ○ ○

定期考査　①

９

後

期

10

定期考査　③

11

12

１
定期考査　④

２

３

・自分の思いや考えを多
彩に表現するために必要
な語句の量を増し、使う
ことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしてい
る。
・実用的な文章などの構
成や展開の仕方などにつ
いて理解を深めること。
・省略や反復などの表現
の技法について理解を深
め使うこと。

・互いの主張や論拠を吟
味したり、話合いの進行
や展開を助けたりするた
めに発言を工夫するな
ど、考えを広げたり深め
たりしながら、話合いの
仕方や結論の出し方を工
夫すること。

・論点を明確にして話の内容
や構成、論理の展開、表現の
仕方を評価するとともに、聞
き取った情報を吟味して自分
の考えを広げたり深めたりし
ようとしている。
・互いの主張や論拠を吟味し
たり、話合いの進行や展開を
助けたりするために発言を工
夫するなど、考えを広げたり
深めたりしながら、話合いの
仕方や結論の出し方を工夫し
ようとしている。

定期考査　②

・言葉には、自己と他者
の相互理解を深める働き
があることを理解するこ
と。
・言葉を伝え合う目的や
場面、相手、手段に応じ
た適切な表現や言葉遣い
を理解し、使い分けるこ
と。

・論点を明確にして話の
内容や構成、論理の展
開、表現の仕方を評価す
るとともに、聞き取った
情報を吟味して自分の考
えを広げたり深めたりす
ること。
・視点を明確にして聞き
ながら、話の内容に対す
る共感を伝えたり、相手
の思いや考えを引き出し
たりする工夫をして、自
分の思いや考えを広げた
り深めたりすること。

・言葉を伝え合う目的や場
面、相手、手段に応じた適切
な表現や言葉遣いを理解し、
使い分けようとしている。
・自分の思いや考えを多彩に
表現するために必要な語句の
量を増し、使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かに
しようとしている。



学
期

月

基本編

漢字の読み書き（５級）

同訓異字　同音異義語

表現編

原稿用紙の使い方

意見文を書く

表現編

敬語の基本

必修語

漢字の読み書き（4級）

表現編

自己分析

標準編

漢字の読み書き（３級）

同訓異字　同音異義語

表現編

志望動機

履歴書を書く

面接試験対策

応用編
漢字の読み書き（準２級）

表現編

手紙の書き方

表現編

電話・メールの使い方

２

３

後

期

10

・自分の思いや考えを表
現するために必要な語彙
を増やし、相手との関係
や状況、場面に応じて適
切に用いている。
・話し言葉と書き言葉の
特徴や役割、表現の特色
について理解を深め、伝
え合う目的や場面、相
手、手段に応じた適切な
表現や言葉遣いを理解
し、使い分けている。

・「読むこと」におい
て、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の
展開などについて叙述を
もとに的確にとらえ、要
旨や要点を把握してい
る。
・相手の反応に応じて言
葉を選んだり、場の状況
に応じて適切に応対をし
ている。

・志望進路について意欲的に
調べたり整理したりしようと
している。
・意欲的にロールプレイを行
い、適切な電話対応について
積極的に学ぼうとしている。

定期考査　③

11

12

１

前

期

４
・実社会において理解し
たり表現したりするため
に必要な語句の量を増や
すとともに、語句や語彙
の構造や特色、用法及び
表記の仕方などを理解し
ている。
・主な常用漢字を書き、
文章の中で適切に用いて
いる。

５

６

７

９

定期考査　④

－

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・「書くこと」におい
て、自分の考えや事柄が
的確に伝わるように、文
章の種類や、文体、語句
などの表現の仕方を工夫
している。
・自分の知識や体験の中
から適切な題材を決め、
効果的に伝わるように表
現の仕方を工夫してい
る。

・積極的に学習に取り組み、
辞書などを使って語彙を増や
そうとしている。
・進路や社会生活に生かすこ
とを意識しながら課題に取り
組もうとしている。

評
価
方
法

学 習 状 況 の 観 察 － ○ ◎
ノート・ワークシート ○

観 点 の 内 容

　実社会に必要な国語の知識や技能を身につ
けようとしている。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　実社会における他者との多様なかかわりの
中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしようとしてる。

A評価：定期考査の正答率80％以上。学ん
だことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、言
語感覚を磨き、生涯にわたって国語を尊重し、そ
の能力の向上を図る態度を養おうとしている。

A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

小テスト・定期テスト ◎ ○

　「現代の国語２」「言語文化２」と同時に履修、または「現代の国語２」
「言語文化２」を履修した後に履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　漢字、語句、作文など、高校生として必要な国語常識を教科書やプ
リントを使って学習します。就職、進学に際してはもちろん、社会に
出てからも役立つ内容です。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

◎ ○

提 出 物 － ○ ○

定期考査　①

定期考査　②

アライブ国語常識
(浜島書店)

科 目 名  国語常識 単 位 数 2 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部 夜 間 部
使 用 教 科 書

教 材

履 修 の 条 件



学
期

月

オリエンテーション

漢検書き取り(７級レベル）

漢検書き取り(６級レベル）

漢検書き取り(部首・部首名）

漢検書き取り(５級レベル）

漢検書き取り(４級レベル）

漢検書き取り(対義語・類義語）

漢検書き取り(３級レベル①）

漢検書き取り(四字熟語）

漢検書き取り(３級レベル②）

漢検書き取り(準２級レベル①）

漢検書き取り(準２級レベル②）

定期考査　④

２

３

後

期

10

・対義語、類義語、四字熟
語を、正確に読むこと、書
くことができる。
・３級レベル、準2級レベ
ルの漢字をきちんと読むこ
と、書くことができる。

・漢字の熟語構成、四字熟
語、対義語、類義語の意味
を学び、適切な文章を表現
することができる。

・漢字学習を通して、漢字、
熟語に興味を持つとともに、
自ら進んで学ぼうとしてい
る。
・３級レベル、準２級レベル
の漢字を、課題を自学自習す
ることでクリアする。

11

12

１

前

期

４
・７級レベル、６級レベル
の課題の漢字をきちんと読
むこと、書くことができ
る。５級レベル、４級レベ
ルの漢字をきちんと読むこ
と、書くことができる。

５

６

７

９

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・漢字の意味をきちんと理
解し、適切な文章を表現す
ることができる。
・部首名、部首の役割が理
解できている。

・漢字学習を通して、漢字に
興味を持つとともに、自ら進
んで学ぼうとしている。
・７級レベル、６級レベルの
漢字を、課題を自学自習する
ことでクリアする。
・５級レベル、４級レベルの
漢字を、課題を自学自習する
ことでクリアする。

定期考査　②

観 点 の 内 容

　漢字を正確に書くことができ
る。
　漢字を正確に読むことができ
る。
A評価：定期考査の正答率が
80％以上である。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満である。
C評価：Bに到達していない。

　漢字の意味を理解し、漢字を使
用して、適切な文章を表現するこ
とができる。

A評価：定期考査の正答率80％
以上。学んだことを自分の言葉で
論理的に表現できている。
B評価：定期考査の正答率30％
以上80％未満。学んだことを口
頭や文章で表現できている。
C評価：Bに到達していない。

　漢字学習を通して、漢字に興味を持
つとともに、自ら進んで学ぼうとして
いる。

A評価：授業に積極的に参加し、提出
物の取り組み状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでい
る様子がみられる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価

方

法

学 習 状 況 の 観 察 ○ ○ ◎

提 出 物 ○ ○ ◎

定 期 考 査 ◎ ◎ －

履 修 の 条 件

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　実社会に出て対応できる漢字力を身につける授業です。また、就職時
に必要な漢字検定合格などを目標に学習します。授業形態は、テキスト
を自学自習して小テストを受け、合格すれば次の級に進める形です。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

常用漢字オールクリア
(尚文出版)

科 目 名 実用漢字 単 位 数 2 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 前 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

短歌とは何か

短歌創作の手順

短歌創作①

歌会

短歌創作②

短歌創作③

学期末作品提出

俳句とは何か

俳句創作の手順

俳句創作①

句会

俳句創作②

コンクール応募

俳句創作③

句会

俳句創作④

学期末作品提出

１年間のまとめ

定期考査　④

２

３

後

期

10

・俳句の創作に必要な字数
について、季節の表現など
の基礎的な知識を学ぶ。
・俳句の創作に櫃用である
基礎的な知識を学び、韻文
の特徴を理解している。

・創作のきまりを理解し、
創作、鑑賞を通して季節感
や言語感覚を磨いている。
・季節や場に応じた言葉を
選び、自分の感動したこと
を表現している。

・意欲的に創作に取り組み、
言葉に対する感覚を養い、日
本語の美しさを学ぼうとして
いる。定期考査　③

11

12

１

前

期

４
・短歌の創作に必要な字数
について、季節の表現など
の基礎的な知識を学ぶ。
・短歌の創作に必要である
基礎的な知識を学び、短詩
形文学を理解している。

５

６

７

９

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・創作のきまりを理解し、
創作、鑑賞を通して季節感
や言語感覚を磨いている。
・季節や場に応じた言葉を
選び、自分の感動したこと
を表現している。

・意欲的に創作に取り組み、
言葉に対する感覚を養い、日
本語の美しさを学ぼうとして
いる。

定期考査　①

定期考査　②

観 点 の 内 容

　生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識
や技術を身に付けるとともに、我が国の伝統
的な言語文化に対する理解を深めることがで
きるようにする。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　論理的に考える力や深く共感したり豊かに
想像したりする力を伸ばし、自分の思いや考
えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

A評価：定期考査の正答率80％以上。学んだ
ことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって詩歌に親しみ自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉
を通して他者や社会に関わろうとする態度を養
う。
A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

評
価

方

法

記 述 の 点 検 ◎

ワ ー ク シ ー ト ○ ○

行 動 の 観 察 ○ ○

履 修 の 条 件
　「現代の国語２」「言語文化２」と同時に履修、または「現代の国語２」「言語文
化２」を履修した後に履修すること。
　履修可能人数最大３０名。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　短歌や俳句の歴史を勉強したり、自作の短歌・俳句の合評会をしま
す。先人がどのような思いで、短歌や俳句を作ったかを勉強したり、作
品に触れることで、自分の短歌や俳句も自由に作れるようになっていき
ます。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

今はじめる人のための俳句歳時記　新版
(KADOKAWA出版)

科 目 名 短歌・俳句 単 位 数 1 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 後 部
使 用 教 科 書

教 材



学
期

月

オリエンテーション

古事記

万葉集

大正の文学

清兵衛と瓢箪

こころ

羅生門

竹取物語

枕草子

今昔物語集

徒然草
明治の文学

舞姫

たけくらべ

昭和・平成の文学

詩歌

二十億光年の孤独

サラダ記念日

山月記

人間失格

キッチン

漢文

論語

唐詩
人物史・思想

定期考査　④

２

３

後

期

10

・物語の内的・外的条件を
読み込む。物語の展開を把
握し、叙述の展開に沿って
変化していく主人公を読み
取る。
・詩や短歌に詠み込まれた
情景や作者の心情を読み取
り、生涯にわたる社会生活
に合わせて適切に使うこと
ができる。
・史記を読解しながら、多
彩な人物の描写や思想を味
わうと同時に、人間・社
会・自然などに対する筆者
の思想、考え方を理解す
る。

・論理的に考える力や深く
共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、自分の
思いや考えを広げたり深め
たりしている。
・「話すこと・聞くこ
と」、「書くこと」、「読
むこと」の各領域におい
て、生涯にわたる他者との
関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしてい
る。
・古典などを通した先人の
ものの見方、感じ方、考え
方との関わりの中で自分の
考えを深める。

・進んで各章段の構成や展
開、内容を的確に捉え、学習
課題に沿って作者のものの見
方、感じ方、考え方を読み取
ろうとしている。
・様々な考えを受容し、多角
的に物事を捉え、客観的かつ
主体的に思考判断をするよう
に努力する。
・伝統的な言語文化及び、音
声、文法、表記、語句や語
彙、漢字などについて理解
し、知識を身につけられるよ
うに進んで学ぼうとしてい
る。

定期考査　③

11

12

１

前

期

４
・古典の読解に必要な、基
礎的な知識を学び、古典に
おける表現技法の効果を理
解し、情緒を身につける。
・場面における状況を整理
し、筆者の考え方を理解し
た上で、作品の魅力を捉え
る。
・「視点」や「語り」に着
目して、登場人物の設定が
どのようになされている
か、小説のテーマを読み取
る方法を身につける。

５

６

７

９

学習内容（単元名） 評 価 規 準

・論点を明確にして話の内
容や構成、論理の展開、表
現の仕方を評価するととも
に、聞き取った情報を吟味
して自分の考えを広げたり
深めたりすること。
・視点を明確にして聞きな
がら、話の内容に対する共
感を伝えたり、相手の思い
や考えを引き出したりする
工夫をして、自分の思いや
考えを広げたり深めたりす
ること。

・名作鑑賞を通して、視野を
広げられる感動や文学の魅力
に気づく。
・「自分」がどのように生み
出されるのか、他者との関係
性から変容する「アイデン
ティティ」について身近な事
例をもとに考える。
・歴史が内包する、誰もが認
める客観的な事実と、物語れ
た過去とを比較して捉える。

定期考査　①

定期考査　②

評
価

方

法

学 習 状 況 の 観 察 － ○

◎ ○ －

観 点 の 内 容

　小説読解の基本技術を学び、それを用い
て、小説の構造、主題をつかみ、段落の要約
や要旨のまとめを行う。

A評価：定期考査の正答率が80％以上であ
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満である。
C評価：Bに到達していない。

　小説について、描写や比喩、象徴などの細
部から登場人物の心理の変化を捉える。思考
力や想像力を養い、言語感覚や語彙力を向上
を目指す。
A評価：定期考査の正答率80％以上。学んだ
ことを自分の言葉で論理的に表現できてい
る。
B評価：定期考査の正答率30％以上80％未
満。学んだことを口頭や文章で表現できてい
る。
C評価：Bに到達していない。

　名作鑑賞を通して、小説に興味を持つと同時
に、自ら進んで学ぼうとしている。言葉を通して
伝え合う力を獲得する。

A評価：授業に積極的に参加し、提出物の取り組み
状況も良好である。
Ｂ評価：授業に参加し、取り組んでいる様子がみ
られる。
Ｃ評価：Ｂに到達していない。

◎

履 修 の 条 件
　午後部：「現代の国語２」「言語文化２」を履修した後に履修すること。
　夜間部：「現代の国語」「言語文化」を履修した後に履修すること。

先 生 か ら の  
ア ド バ イ ス

　名作に表れる、人間や社会、自然などに対するものの見方、世界のと
らえ方を読み取ることで、思考力を伸ばし豊かな心を身につけましょ
う。

評 価 の 観 点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学ぶ態度

提 出 物 ○ － ○

定 期 考 査

新総合　図説国語
(東京書籍)

科 目 名 名作鑑賞 単 位 数 2 履修区分 自 由 選 択

対 象 の 部 午 後 部 夜 間 部
使 用 教 科 書

教 材


